
























4. 生 物

地上に生育する樹木や草本からの落葉や藩校,あるいは地中に伸展している根の枯死遺体などは,土嚢-の有

機物供給源としてきわめて重要である｡これらの有機物の量や質,これの分解に関与する土壌微生物,地中動物

の種煩や量によって,それぞれ性質の異なった土嚢が生成される｡

日本の森林帯は大まかには,亜寒帯針葉樹林帯,温帯落葉広葉樹林帯,暖帯常緑広葉樹林帯に分けられる｡亜

寒帯の代表的な林分は,北海道のトドマツ,-ゾマツ林があげられる｡この地域では,落葉の分解の困難性と寒

冷な気候条件からすると,相当ポドゾルが出現してよいと考えられるが,その割合にポドゾルの出現が少ない｡

これは,北海道の大部分が,きわめて新しい火山放出物でおおわれており,土壌が一般に未熟であることによる

ものであろう｡比較的火山放出物の影響が少ない北見,天塩等のこれら針葉樹天然林では相当ポドゾルを認める

ことができる｡しかし,この地域でも山火再生林では,ポドゾルの分布が少ない｡本州の亜高山地帯においては,

アオモリトドマツ,シラべ,コメツガ林などで,ポドゾル化土壌が認められる｡温帯地域の天然林はブナがその

代表的なものである｡ここでは気候もやや温和であり,落葉広葉樹の落葉は分解が容易であることと相まって,

その土壌も大部分が褐色森林土であるo温帯地域でも局所的に針葉樹林が出現することがあり,とくにヒノキ,

ヒバ,コウヤマキ,ツガ林等では,その落葉の分解が困難なために,強酸性となり,ポドゾルが出現することが

ある｡とくに,表日本のヒノキ,ツガの天然林では,多雨の条件と相まってポドゾル化がすすみやすい｡アカマ

ツ,シイなどの天然林では外生菌根の菌糸の遺体が土壌中に残り,尾根筋などでは菌糸網層を形成して疎水性を

強め,土壌を乾燥させることが大きな特徴になっている｡ササの密生地ではその根が土壌中に多くの有機物を供

給することによって,比較的保水力の強い土壌の場合には,暗色-黒色の土壌を生成しやすい傾向がある｡

5. 人 為

人類はその生活を自然に依存してきた｡このため自然に対する人為の影響は大きい｡特に,わが国はかなり古

くから人口密度が高かったため,この影響は大きかった｡とりわけ北九州,瀬戸内海沿岸,京阪神地域などのよ

うに古くから文化のすすんだ地方では,人為による収奪作用を非常に強く受けてきた｡

森林も例外でなく,主として,伐採,火入れという形で森林の破壊がくりかえされ,そのつど林地土壌は,は

なはだしく表面侵蝕を受けてきた｡本来,林地では,森林被覆の保護のもとに安定した土壌生成が進行していく

が,森林の破壊によって,この作用は中断,撹乱され,その結果未熟な土壌が生じてくる｡特に利用のはげしか

った低山地帯においては,土壌の悪化が著しく,その程度はまた,地域の気候や地質などによって異なっている｡

6. 時 間

今までのべてきた土壌生成因子はいろいろ複雑な組合せで作用し,時間の経過とともに土壌に明りょうな性格

を与えていく｡生成の初期においては,母材の性質が強くあらわれやすいが,時間の経過とともに,しだいに母

材の特性はうすれ,そこの気候条件や植被の影響を受けて特有なものとなっていき,環境に応じてそれぞれ特徴

のある土壌が規則的に分布するようになってくる｡作用の程度の少ないことを未熟といい,十分に作用したもの

を成熟という｡土壌の分炉は,生成作用が明りょうに反映している成熟した土壌を基本にして行なわれる｡わが

国においては,第三紀以降とくに火山活動が活発で,多くの火山灰を降らせたため未熟な土壌が多い｡

また時間の経過のうちには,地形や気候の変動もおこるので,その因子自身も時間の影響をうける｡本邦の赤
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かつては土壌としての層位が発達tていたものが,侵蝕によって土層の一部が欠除したものである｡この原因

には,斜面の地被物である森林が,伐採や火入れによってたびたび破壊された場合には,土壌の生成よりも,侵

蝕による流亡の作用が大きく,層位が欠除するようになる｡また,表層土が欠除すると,一層侵蝕作用が促進さ

れる｡受蝕土は侵蝕の程度によって次のように区分する｡

Er-α:A層の大部分またはB層の一部分まで欠除して,B層,C層が主体となっているもの｡

Er-β:侵蝕の程度が強くて,B層の大部分,またはC層の一部分までも欠除して,C層を主体とするもの｡

なお,侵蝕の程度が弱度であるか,その後の土壌生成の進行によって,一般の褐色森林土の特徴を認めうるよ

うな中間型のものを BA-Er,BD-Erなどとして表示する｡

受蝕土はA層およびB層を欠除しているので,本来の土壌としての性格を失い,母材の性質が強く反映する｡

このため生産力,土壌改良の方針などを考慮するためには,母材や土性によって細分することが必要である｡

b) 未熟土 (Im型)

母材が比較的新しい堆積物であって,まだ層位の分化がはっきりしないものである｡日本では,第四紀の比較

的新しい時代においても,活発な火山活動のため火山灰砂が厚く堆積して,まだ土壌化のすすんでいない場合が

多い｡また,瀬戸内海沿岸などの強度の侵蝕をうけた山地帯の谷底部には,土壌化のすすんでいない材料が堆積

している場合が多い｡このほか,砂丘堆積物もこれに含まれる｡
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